
辺
野
古
移
転
で
は
な
く
、

新
基
地
造
り

最
大
規
模
の
県
民
大
会

辺
野
古
へ
！

ゲ
ー
ト
前
と
テ
ン
ト
村

伊
波
洋
一
さ
ん
の

指
摘
に
身
が
凍
る
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民
に
自
由
と
人
権
、
民
主
主
義
を
保
障
で

き
な
い
国
が
、
世
界
の
国
々
と
そ
の
価
値

観
を
共
有
で
き
る
の
か
」
と
痛
烈
に
批
判

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
普
天
間
基
地
の
あ
る
宜
野
湾

市
に
元
市
長
の
伊
波
洋
一
さ
ん
を
訪
ね
、

日
米
安
保
体
制
の
最
新
情
報
を
伺
い
ま
し

た
。「

米
国
が
一
番
恐
れ
て
い
る
の
が
今
や

世
界
一
の
経
済
力
を
誇
る
中
国
。
真
正
面

政
府
は
、「
世
界
一
危
険
な
普
天
間
基

地
を
辺
野
古
に
移
転
す
る
の
だ
」
と
、『
移

設
』
を
強
調
し
正
当
化
し
て
い
ま
す
が
、

実
は
辺
野
古
で
の
基
地
建
設
は
１
９
６
５

年
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。つ
ま
り
、

単
な
る
普
天
間
基
地
か
ら
の
移
転
で
は
な

く
、
全
く
新
し
い
機
能
を
備
え
た
巨
大
軍

港
を
辺
野
古
に
造
る
と
い
う
の
が
真
相
で

す
。

翌
日
、
私
た
ち
は
辺
野
古
へ
。
ま
ず
、

キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
（
米
海
兵
隊
基
地
）

の
ゲ
ー
ト
前
で
、
抗
議
の
座
り
込
み
に
参

加
。
全
国
各
地
か
ら
や
っ
て
き
た
参
加
者

が
、
連
日
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
を
掲
げ

た
り
、
マ
イ
ク
で
「
基
地
撤
廃
」
を
訴
え

て
い
ま
す
。

次
に
、
新
基
地
建
設
で
埋
め
立
て
ら
れ

る
大
浦
湾
の
テ
ン
ト
村
へ
移
動
。
こ
こ
で

の
抗
議
の
座
り
込
み
は
、
既
に
11
年
以
上

か
ら
戦
い
た
く
な
い
米
国
は
、
沖
縄
を
含

む
南
西
諸
島
で
の
日
中
限
定
戦
争
を
想
定

し
て
い
る
。
沖
縄
が
再
び
捨
て
石
に
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に

は
『
尖
閣
問
題
』
を
乗
り
越
え
て
、
日
中

友
好
関
係
を
し
っ
か
り
と
作
る
こ
と
が
重

要
」
と
の
指
摘
に
、背
筋
が
凍
る
と
共
に
、

一
筋
の
光
を
見
出
し
ま
し
た
。
や
は
り
、

武
力
に
頼
ら
な
い
外
交
努
力
で
し
か
平
和

は
作
れ
ま
せ
ん
。

ジ
ュ
ゴ
ン
が
生
息
す
る
美
し
い
海
、
沖
縄
の
辺
野
古
に
巨
大
軍
港
を
建
設
す
る
計
画

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。国
内
の
米
軍
基
地
の
74
％
が
集
中
す
る
沖
縄
に
、

更
に
犠
牲
を
強
い
る
こ
の
計
画
に
反
対
す
る
大
規
模
な
沖
縄
県
民
大
会
が
、５
月
17
日
、

那
覇
市
で
開
か
れ
、
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
千
葉
県
か
ら
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
民
は
、昨
年
の
名
護
市
長
選
挙
、

沖
縄
県
知
事
選
挙
、
衆
議
院
選
挙
の
全
て

で
、「
辺
野
古
基
地
Ｎ
Ｏ
」
の
意
思
を
示

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍
首
相
は

沖
縄
の
民
意
よ
り
、
日
米
関
係
を
優
先
さ

せ
る
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

強
烈
な
日
差
し
の
中
、
会
場
の
ス
タ
ジ

ア
ム
に
は
３
万
５
０
０
０
人
が
集
結
。
稲

嶺
名
護
市
長
ら
が
次
々
と
ス
テ
ー
ジ
に
登

壇
し
、「
こ
れ
以
上
沖
縄
に
犠
牲
を
強
い

る
な
！
」「
武
力
を
伴
わ
な
い
平
和
が
一

番
！
」
な
ど
と
、熱
く
語
り
か
け
ま
し
た
。

作
家
の
佐
藤
優
氏
は
母
親
が
沖
縄
出
身
。

「
お
前
は
日
本
人
か
沖
縄
人
か
と
聞
か
れ

た
ら
、
躊
躇
な
く
、
沖
縄
人
だ
と
答
え
ま

す
！
」
と
発
言
し
、
万
雷
の
拍
手
を
浴
び

ま
し
た
。

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
や
は
り
翁
長
知

事
。「
県
知
事
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
権
限
を

使
い
、
辺
野
古
に
新
基
地
を
造
ら
せ
は
し

ま
せ
ん
」
と
力
強
く
発
言
。
沖
縄
の
民
意

を
封
殺
す
る
安
倍
政
権
に
対
し
、「
自
国

続
い
て
い
ま
す
。
目
の
前
は
エ
メ
ラ
ル
ド

グ
リ
ー
ン
に
輝
く
美
し
い
海
。
し
か
し
、

本
来
は
米
軍
基
地
内
の
沿
岸
か
ら
50
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た「
常
時
立
ち
入
り
禁
止
区
域
」

は
、
現
在
２
キ
ロ
ま
で
拡
大
さ
れ
、
基
地

建
設
の
た
め
の
海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が

行
わ
れ
て
お
り
、
サ
ン
ゴ
礁
や
ジ
ュ
ゴ
ン

の
え
さ
場
な
ど
、
環
境
破
壊
が
進
ん
で
い

ま
す
。

民
意
を
代
表
し
て
辺
野
古
基
地
阻
止
を

訴
え
る
翁
長
知
事
に
対
し
、
安
倍
政
権
は

沖
縄
振
興
予
算
削
減
と
い
う
報
復
手
段
に

出
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
政
府
自
ら
が
「
地

方
自
治
」を
否
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、

気
に
入
ら
な
い
者
は
力
で
ね
じ
伏
せ
て
行

く
中
央
集
権
・
強
権
政
治
の
復
活
と
言
え

ま
す
。

辺
野
古
の
問
題
は
沖
縄
だ
け
で
な
く
、

全
国
自
治
体
の「
自
治
」に
も
深
く
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
辺
野
古
基
地
を
許
せ
ば
、
千

葉
県
や
関
東
各
地
で
の
オ
ス
プ
レ
イ
常
駐

な
ど
、
政
府
の
や
り
た
い
放
題
に
な
る
で

し
ょ
う
。

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、「
平
和
」

と
「
地
方
自
治
」
を
守
る
た
め
、
今
後
も

沖
縄
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

危
う
し
！
地
方
自
治

沖
縄
を
知
る
こ
と
が
平
和
な
未
来
へ
つ
な
が
る

～
辺
野
古
を
許
せ
ば
地
方
自
治
は
つ
ぶ
さ
れ
る
！

スタジアムを埋め尽くした３万５千人の観衆

キャンプシュワブ前のテントで抗議行動

元宜野湾市長の伊波洋一さん

佐
倉
市
議
会
議
員
　
大
野
ひ
ろ
み
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８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
指
定
廃
棄
物

は
、
昨
年
末
の
時
点
で
３
７
０
０
ト
ン
と

言
っ
て
い
た
の
に
、
今
回
は
５
２
０
０
ト

ン
と
一
気
に
１
５
０
０
ト
ン
も
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
増
え
た
量
に
つ
い
て
の

が
り
、
神
奈
川
県
側
の
漁
業
者
に
も
影
響

が
及
び
ま
す
。

◆
周
辺
の
集
客
施
設

　

付
近
に
は
大
規
模
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
施
設

や
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
な
ど
の
集
客
施

設
が
あ
り
ま
す
。
千
葉
市
は
海
辺
を
活
用

し
た
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
地
域
が
放
射
性
廃
棄

物
の
最
終
処
分
場
と
し
て
適
当
な
の
で

し
ょ
う
か
？

今
こ
そ
声
を
あ
げ
よ
う
！

放
射
能
の
問
題
は
将
来
世
代
に
負
の
遺

産
を
残
す
も
の
で
す
。
子
ど
も
を
持
つ
若

い
世
代
か
ら
「
今
ま
で
は
原
発
の
問
題
を

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
て
い
な
か
っ
た

け
ど
、
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る
と
、、、」

と
、
不
安
な
声
が
市
民
ネ
ッ
ト
に
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち
ば
」
は
、
千

葉
市
長
に
対
し
て
４
月
21
日
に
次
の
５
つ

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

・
全
て
の
情
報
を
市
民
に
公
開
す
る
こ
と

・
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
や
基
準
の
説
明

・
周
辺
だ
け
で
な
く
市
民
全
体
へ
の
説
明

・
問
題
点
を
よ
り
理
解
で
き
る
機
会

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
）
の
提
供

・
拙
速
な
判
断
は
行
わ
な
い
こ
と

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
へ
の
説
明
が
、

全
員
協
議
会
と
い
う
市
民
に
非
公
開
の
場

で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
問
題
で

す
。
５
月
30
日
の
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ち

民
有
地
は
千
葉
県
だ
け
！

フ
ク
シ
マ
事
故
以
降
、
新
た
に
出
来

た
特
別
措
置
法
に
よ
り
、
放
射
能
濃
度

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
指
定
廃
棄
物

は
、
宮
城
・
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
千
葉

の
そ
れ
ぞ
れ
の
県
ご
と
に
作
る
最
終
処
分

場
に
保
管
す
る
こ
と
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
処
分
場
を
建
設
す
る
自
治
体
に
は

総
額
50
億
円
の
地
域
振
興
交
付
金
を
用
意

す
る
と
国
は
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
候
補

地
が
決
定
し
た
県
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

候
補
地
を
決
め
る
た
め
の
千
葉
県
市
町

村
会
議
は
、
昨
年
４
月
の
第
４
回
を
最
後

に
開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
状
況

で
突
然
候
補
地
と
し
て
公
表
さ
れ
た
の
が
、

千
葉
市
中
央
区
蘇
我
の
東
電
敷
地
で
し

た
。「
処
分
場
は
国
有
地
に
限
ら
ず
民
有

地
も
含
め
て
検
討
」
と
い
う
環
境
省
方
針

が
で
た
の
は
昨
年
４
月
で
す
が
、
実
際
に

民
有
地
が
候
補
地
と
な
っ
た
の
は
、
５
つ

の
県
の
な
か
千
葉
県
が
初
め
て
で
す
。
市

民
は
傍
聴
で
き
な
い
千
葉
県
市
町
村
会
議

の
、
今
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
公
開
さ
れ

た
議
事
録
に
よ
れ
ば
、
昨
年
１
月
（
第
３

回
）
の
会
議
で
「
民
有
地
」
の
提
案
を
し

た
の
は
、
な
ん
と
森
田
知
事
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
は
県
内
に
５
２
０
０
ト
ン
？

候
補
地
は
県
内
に
５
０
０
０
箇
所
？

下
水
道
汚
泥
や
一
般
ゴ
ミ
、
剪
定
枝

な
ど
の
焼
却
灰
の
う
ち
放
射
能
濃
度

は
同
じ
で
す
。

◆
津
波

　

東
京
湾
内
の
津
波
の
高
さ
予
測
は
３
ｍ

以
下
。
４
ｍ
の
盛
土
を
す
る
の
で
波
は
処

分
場
に
乗
り
上
げ
な
い
と
の
説
明
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
満
潮
時
や
台
風
な
ど
の
高

波
と
重
な
っ
た
場
合
、
波
の
高
さ
は
４
ｍ

を
超
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

盛
土
の
不
安
定
さ
は
ま
さ
に
不
安
の
種
で

す
。

◆
巨
大
タ
ン
ク
や
工
場
群

　

蘇
我
地
区
周
辺
は
国
内
最
大
級
の
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯
で
す
。
２
０
１
１
年

３
月
の
地
震
で
は
石
油
会
社
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ

ン
ク
が
倒
壊
し
、
火
災
と
爆
発
が
発
生
。

鎮
火
ま
で
10
日
も
か
か
っ
た
事
故
は
、
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

現
場
の
近
く
に
放
射
性
廃
棄
物
の
貯
蔵
施

設
が
も
し
あ
っ
た
ら
、
放
射
能
漏
れ
は
必

至
で
す
。
ま
た
、
こ
の
事
故
は
地
盤
の
も

ろ
さ
も
示
し
て
い
ま
す
。

◆
東
京
湾

　

湾
内
は
ノ
リ
や
ア
サ
リ
の
養
殖
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
漁
業
者
の
活
動
の
舞
台

で
す
。「
処
分
場
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で

消
費
者
が
離
れ
る
こ
と
が
怖
い
」
と
県
漁

協
は
反
対
し
て
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
事
故

が
起
こ
れ
ば
、
東
京
湾
全
体
に
汚
染
が
広

↖

　

放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
候
補

地
と
し
て
千
葉
市
中
央
区
蘇
我
地
区
の

千
葉
火
力
発
電
所
敷
地
内
が
急
浮
上
。

ま
さ
か
政
令
市
で
あ
る
千
葉
市
を
選
定

す
る
と
は
！
と
、
戸
惑
い
と
危
機
感
が

周
辺
住
民
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

種　類 区　分 放射性セシウム濃度 量

千
葉
県

指定廃棄物
上下水道の汚
泥、一般廃棄
物の焼却灰

8000～10万
ベクレル/㎏ 3700トン

一般廃棄物
通常のゴミと
して各自治体
で処分

8000ベクレ
ル/㎏未満

３か所（君津・
富津・銚子）の
処分場に20
万6241トン

福
島
県
対策地域内
廃棄物

警戒区域およ
び計画的避難
区域で発生

上限なし

詳
し
い
説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
内
５
０
０
０
箇
所
の
候
補
地

か
ら
選
ん
だ
千
葉
市
内
の
２
箇
所
の
う
ち
、

よ
り
リ
ス
ク
の
少
な
い
ほ
う
が
候
補
地
と

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
も
う
一
箇
所

が
ど
こ
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
も
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

埋
立
地
・
蘇
我
は
果
た
し
て
適
地
か
？

◆
液
状
化

　

候
補
地
は
埋
立
地
で
す
。「
千
葉
市
液

状
化
危
険
度
予
測
マ
ッ
プ
」
に
よ
れ
ば
、

東
京
湾
北
部
地
震
で
も
千
葉
市
直
下
地
震

で
も
《
液
状
化
の
危
険
性
が
高
い
》
と
さ

れ
て
い
る
地
域
。
東
日
本
大
震
災
で
大
き

な
被
害
が
で
た
千
葉
市
美
浜
区
と
危
険
度

福島原発事故で出た放射性廃棄物	 （2014年末）

❶

❸ ❹

❷

❺

千葉市が放射性廃棄物処分場に！？

今回5200トンに！

なぜ1500トンも

増えた？

蘇我処分場候補地地図

①奥の小高くなっている所が放射性廃棄物処分場の予定地
②5月26日　蘇我地区で行われた市民集会には280人が
参加。プラカードで反対の意思を示した。

③環境省職員が千葉市議会に説明に来た。市民の議会傍聴
ができなかったため、市役所玄関前で訴えた。
④一人でも多くの市民にこの問題を知ってもらいたい
⑤政策カーに看板を付けて、市民にアピール
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↙
ば
の
総
会
で
は
、
反
対
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、《
蘇
我
地
区
が
処
分
場
に
選
定

さ
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
？
放
射
性

廃
棄
物
を
千
葉
市
で
受
け
入
れ
る
こ
と
に

賛
成
か
？
》
と
い
う
内
容
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

の
市
民
に
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
始
め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
が
、
回
答

を
寄
せ
る
市
民
が
多
く
、
関
心
の
強
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場

に
反
対
す
る
ち
ば
市
民
の
会
」
と
一
緒
に
、

学
習
会
を
行
っ
た
り
、
10
万
人
を
目
標
と

す
る
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

蘇
我
地
区
に
隣
接
す
る
市
原
市
で
も
不

安
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
い
ち
は

ら
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
号
外
を
配
布

し
て
市
民
に
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
活

発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
放
射
能
ゴ
ミ
を
発
生
さ
せ
た

の
は
、
国
や
東
電
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
自
治
体
に
ゴ
ミ
処
理
の
責
任
を
押
し

付
け
、
放
射
能
汚
染
を
拡
散
し
住
民
生
活

を
脅
か
す
の
は
、
国
の
責
任
放
棄
で
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
る
の
は
、
国
の
特

別
措
置
法
が
あ
る
か
ら
で
す
。
法
律
を
抜

本
的
に
見
直
す
よ
う
、
他
団
体
と
連
携
し
、

大
き
く
声
を
あ
げ
て
い
き
ま
す
。

　

新
人
議
員

新
人
議
員
は
、95
人
の
う
ち
21
人（
う

ち
元
職
２
人
）。
自
民
９
人
、民
主
５
人
、

公
明
と
共
産
が
各
２
人
、
そ
の
他
３
人
。

世
代
交
代
も
少
し
ず
つ
見
ら
れ
る
。

　

女
性
議
員

改
選
前
の
７
人
か
ら
９
人
に
微
増
。

し
か
し
、
最
大
会
派
の
自
民
党
は
候
補

者
段
階
か
ら
女
性
は
ゼ
ロ
。

安
倍
政
権
が
掲
げ
る
「
女
性
が
輝
く

社
会
」
は
口
先
だ
け
か
？

　

無
投
票
選
挙
区

18
選
挙
区
（
30
市
区
町
村
）
で
24
人

が
不
戦
勝
。
前
回
選
挙
で
も
19
選
挙
区

（
30
市
区
町
村
）
25
人
が
不
戦
勝
。
一

人
区
や
二
人
区
で
無
投
票
が
多
く
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
自
民
党
議
員
。

有
権
者
５
０
８
万
人
の
う
ち
無
投
票

区
の
１
０
２
万
人
が
権
利
を
奪
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。

　

一
票
の
格
差

１
票
の
価
値
が
最
も
高
い
の

は
、
議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
が

３
万
５
０
０
５
人
の
銚
子
選
挙
区
。

こ
れ
に
対
し
、
印
西
市
選
挙
区

で
は
議
員
１
人
当
た
り
の
人
口
は

８
万
８
１
７
６
人
で
、
格
差
は
最
大
の

２
・
５
１
倍
。
他
に
格
差
２
倍
以
上
は

13
選
挙
区
あ
っ
た
。

　

最
大
会
派

定
員
95
人
中
54
人
が
自
民
党
、
議
会

全
体
の
７
割
を
占
め
る
。
議
長
・
副
議

長
、
各
常
任
委
員
会
の
正
・
副
委
員
長

ポ
ス
ト
を
独
占
し
、
既
得
権
益
を
謳
歌
。

最
大
会
派
の
壁
は
厚
く
、
議
会
改
革
も

進
ま
な
い
。

　

シ
シ
ャ
ム

会
派
「
市
民
ネ
ッ
ト
・
社
民
・
無
所

属
」
の
略
称
。
改
選
前
と
同
様
、
女
性

３
人
・
男
性
１
人
で
構
成
。
議
席
が
縦

１
列
配
置
か
ら
一
部
横
並
び
に
少
し
だ

け
変
更
。
少
数
会
派
の
た
め
、
代
表
質

問
が
年
２
回
し
か
で
き
な
い
が
、
ど
こ

よ
り
も
多
く
発
言
し
て
い
る
。

県
議
会
で
は
、「
一
票
の
格
差
是
正
」

に
向
け
て
、
選
挙
区
や
定
数
の
見
直
し

な
ど
議
会
改
革
を
リ
ー
ド
し
、
こ
れ
か

ら
も
パ
ワ
ー
全
開
で
活
動
し
て
い
き
ま

す
。

元
千
葉
県
議
で
、
市
民
ネ
ッ
ト
の
県
議
と
会
派
を
組
ん
で
い
た
吉
川
ひ
ろ
し

さ
ん
。
今
年
４
月
、
東
京
都
檜
原
村
の
村
議
選
に
挑
戦
し
、
見
事
初
当
選
。
柏

市
議
→
千
葉
県
議
→
檜
原
村
議
と
前
人
未
到
の
進
化
を
遂
げ
る
吉
川
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

よ
り
に
村
を
歩
い
た
。
他
の
候
補
者

か
ら
は
「
１
０
０
年
前
の
血
縁
を
持

ち
出
さ
れ
て
も
な
～
」
と
渋
い
顔
を

さ
れ
た
。
あ
る
時
、
訪
ね
た
家
で
お

茶
と
イ
モ
を
出
し
て
く
れ
た
。
そ
の

後
、
直
ぐ
に
親
戚
の
お
ば
さ
ん
か
ら

電
話
が
あ
り
、「
◯
◯
さ
ん
の
所
で

お
茶
ご
馳
走
に
な
り
、
イ
モ
２
つ
出

さ
れ
た
け
ど
、
遠
慮
し
て
一
つ
し
か

食
べ
な
か
っ
た
ん
だ
べ
？
」
と
言
わ

れ
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
速
い

情
報
網
に
は
恐
れ
入
っ
た
。

Ｑ
．
檜
原
村
議
会
の
様
子
を
教
え
て
。

Ａ
．
議
員
は
９
人
で
、
村
長
派
は
８
人
。

何
だ
か
わ
か
ら
な
い
部
外
者
（
吉

川
）
が
１
人
。
委
員
会
は
総
務
５
人

と
産
業
建
設
４
人
の
２
つ
だ
け
。
定

例
会
は
初
日
、
委
員
会
、
最
終
日
の

３
日
で
終
わ
り
。
全
員
協
議
会
で
説

明
を
受
け
た
人
事
議
案
は
「
本
会
議

で
質
疑
し
な
い
」
と
い
う
議
運
の
申

し
合
わ
せ
が
あ
る
。
常
任
委
員
会
や

議
運
、
全
協
の
記
録
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
議
会
事
務
局
は
局
長
と
係
長
の

２
人
だ
け
。
係
長
が
委
員
会
の
数
行

の
メ
モ
を
保
存
し
て
い
る
が
、
鉛
筆

書
き
。
交
付
税
が
公
布
税
と
書
か
れ

た
り
し
て
い
る
。

Ｑ
．
傍
聴
規
則
な
ど
は
？

Ａ
．
高
齢
化
率
が
46
％
な
の
に
、「
傍

聴
人
は
杖
を
禁
止
」
と
書
い
て
あ
る
。

Ｑ
．
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
は
？

Ａ
．
選
挙
後
に
、
あ
る
議
員
が
「
今
度
、

総
合
公
社
を
村
長
が
作
る
！
」
と
嬉

し
そ
う
に
言
っ
て
い
た
。「
総
合
公

社
っ
て
な
に
？
」
っ
て
聞
い
た
ら

「
そ
れ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
…
」
っ

て
わ
か
ら
な
く
て
も
喜
ん
で
る
。

Ｑ
．そ
れ
で
、総
合
公
社
は
何
か
わ
か
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ
．
コ
ン
ビ
ニ
を
呼
ぶ
た
め
の
窓
口
の

よ
う
な
も
の
。
で
も
、
家
賃
無
料
な

の
に
入
っ
て
く
れ
る
コ
ン
ビ
ニ
が
い

な
い
…

Ｑ
．
多
趣
味
な
吉
川
さ
ん
が
今
は
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
．
親
戚
の
畑
で
茶
摘
み
を
し
て
、
製

茶
を
や
っ
て
い
る
。
檜
原
村
は
標
高

が
高
い
の
で
害
虫
が
い
な
い
か
ら
無

農
薬
。

Ｑ
．
最
後
に
何
か
一
言
…

Ａ
．
自
然
に
恵
ま
れ
た
檜
原
村
に
是
非

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

檜
原
村
豆
知
識
◦
山
梨
県
、
神
奈
川
県
に

接
す
る
東
京
都
唯
一
（
島
を
除
く
）
の
村
。

人
口
約
２
４
０
０
人
。面
積
１
０
５
㎢（
佐

倉
市
と
ほ
ぼ
同
じ
）。
山
間
部
な
の
で
昔

は
林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
。
現
在
は
豊
富
な

自
然
を
利
用
し
、
キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
温

泉
な
ど
の
観
光
業
も
行
わ
れ
て
い
る
。

吉
川
ひ
ろ
し
さん
　
華
麗
な
る
転
身

の

～
県
議
か
ら
村
議
へ
～

Ｑ
．
な
ぜ
に
檜
原
村
？

Ａ
．「
村
」
こ
そ
自
治
の
原
点
。
私
の

先
祖
の
地
で
あ
る
檜
原
村
に
住
む
こ

と
に
決
め
、
暮
ら
し
と
政
治
は
一
体

で
あ
る
の
で
、
あ
ま
り
深
く
考
え
ず

に
立
候
補
し
た
。

Ｑ
．
檜
原
村
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

Ａ
．
人
口
２
４
０
０
人
弱
で
、
そ
の
内

２
０
０
人
が
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
。

ど
の
家
も
鍵
は
か
け
て
な
く
、
訪
ね

る
と
90
歳
前
後
の
お
年
寄
り
が
コ
タ

ツ
か
ら
出
て
、
正
座
し
て
話
を
聞
い

て
く
れ
る
。
秋
川
渓
谷
と
山
々
に
囲

ま
れ
た
村
な
の
で
、
山
の
頂
上
の
一

軒
家
を
訪
ね
た
と
き
は
、
崖
か
ら
車

ご
と
落
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

Ｑ
．
選
挙
戦
は
ど
う
で
し
た
？

Ａ
．
地
縁
、
血
縁
で
勝
敗
が
決
ま
る
。

勝
敗
ラ
イ
ン
は
１
０
０
票
。
私
の
祖

父
、
祖
母
、
遠
い
親
戚
な
ど
血
縁
だ

選
挙
で
ど
こ
が

県
議
会

投票率は

全国最低の37.01％

変
わ
っ
た
？
変
わ
ら
な
い
！

なぜ

「
檜
原
村
で
自
家
製
茶
を
ご
ち
そ
う
し
ま
す
」と
吉
川
さ
ん

千葉市が放射性廃棄物処分場に！？
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原
発
事
故
か
ら
４
年

福
島
の
今

●原爆の絵展
　日　時：８月15日（土）・16日（日）
　会　場：船橋勤労市民センター展示室
　主　催：市民ネットワーク・ふなばし
　入場無料
●講演会「安倍政権の暴走をくい止めよ！」
　講　師：古賀茂明さん（元経産省）
　日　時：10月24日（土）14：00～16：00
　会　場：ホテルメイプルイン幕張（幕張本郷駅南口徒歩２分）
　参加費：500円（前売りチケットのみ）

の
す
べ
て
の
会
派
が
「
緊
急
性
あ
り
」

と
判
断
し
ま
し
た
。

一
方
、「
緊
急
性
な
し
」
と
表
明
し

た
自
民
党
の
理
由
は
、意
味
不
明
。「
先

の
総
選
挙
で
安
保
法
制
改
訂
を
公
約
に

掲
げ
て
や
っ
て
き
た
か
ら
」「
具
体
的

な
法
案
審
議
は
こ
れ
か
ら
国
会
で
行
わ

れ
る
の
で
見
守
る
」
な
ど
の
発
言
を
繰

入 江 晶 子
（佐倉市選出）

山 本 友 子
（市原市選出）

り
返
す
ば
か
り
。
最
後
は
、
意
見
書
案

提
出
に
「
反
対
」
と
自
民
党
の
数
の
力

で
門
前
払
い
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

●
物
言
わ
ぬ
県
議
会
に
Ｎ
Ｏ
！

こ
の
事
態
に
対
し
、
私
た
ち
会
派
で

は
本
会
議
で
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
」

と
進
行
動
議
を
か
け
、「
緊
急
性
あ
り
」

と
発
言
。
賛
否
は
ど
う
あ
れ
、
立
憲
主

義
、
平
和
主
義
な
ど
国
の
根
本
姿
勢
が

大
き
く
改
変
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

千
葉
県
議
会
と
し
て
の
意
思
を
当
然
示

す
べ
き
で
す
。
国
任
せ
・
国
頼
み
で
あ

れ
ば
、
地
方
議
会
は
要
り
ま
せ
ん
。
少

数
会
派
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
県
民
の

思
い
や
声
を
千
葉
県
、
そ
し
て
国
に
届

け
て
い
き
た
い
と
強
く
感
じ
た
臨
時
議

会
で
し
た
。

今年の担当は、文教常任委員会（山本）、
環境生活警察常任委員会（入江）です。

県政
だより

びっくり

挙
に
強
く
抗
議
す
る
た
め
、
臨
時
議
会

で
「
意
見
書
案
」
を
提
出
す
べ
く
準
備

し
て
い
ま
し
た
。

臨
時
議
会
に
お
け
る
意
見
書
の
提
出

は
、
慣
例
に
よ
り
「
緊
急
性
」
が
問
わ

れ
ま
す
。
本
会
議
に
先
立
ち
開
か
れ
た

議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
同
趣
旨
で
出

さ
れ
た
共
産
党
会
派
の
意
見
書
を
含
め
、

緊
急
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

●
数
の
横
暴
に
Ｎ
Ｏ
！

今
国
会
の
会
期
は
６
月
24
日
ま
で
。

一
方
、
６
月
県
議
会
の
閉
会
日
は
７
月

３
日
。
従
っ
て
、
６
月
議
会
で
の
意
見

書
提
出
で
は
間
に
合
わ
ず
、
急
を
要
す

「
問
答
無
用
」
の
県
議
会
に
異
議
あ
り
！

～
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
め
ぐ
る
攻
防

長
く
厳
し
い
選
挙
戦
を
終
え
、
再
び

の
議
場
で
周
り
を
見
回
す
と
、
変
わ
り

映
え
の
し
な
い
景
色
が
…
。
男
性
ば
か

り
・
自
民
党
ば
か
り
の
千
葉
県
議
会
で
、

早
速
、『
事
件
』
は
起
き
ま
し
た
。

●
「
戦
争
法
案
」
に
Ｎ
Ｏ
！

　

改
選
後
の
臨
時
県
議
会
が
開
か
れ
た

の
は
、
５
月
15
日
。
折
し
も
こ
の
日
は
、

午
前
中
に
安
倍
首
相
が
「
戦
争
法
案
」

と
も
い
う
べ
き
安
保
法
制
関
連
法
案
を

国
会
に
上
程
す
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ

で
し
た
。
私
た
ち
市
民
ネ
ッ
ト
会
派
で

は
、
昨
年
７
月
の
「
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
」
閣
議
決
定
以
来
の
政
府
の
暴

全
国
の
自
治
体
議
員
が
所
属
す
る
「
福
島
原
発
震
災
情
報
連
絡
セ
ン
タ
ー
」
総
会

＆
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
で
福
島
県
い
わ
き
市
、
楢
葉
町
、
富
岡
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
事
故
直
後
か
ら
被
災
者
の
生
活
支
援
と
県
外
の
保
養
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

  

ま
だ
ま
だ
続
く
放
射
能
の
垂
れ
流
し

現
在
、
福
島
原
発
か
ら
は
日
量

２
億
４
千
万
ベ
ク
レ
ル
も
の
放
射
性
物
質

が
放
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
高
濃
度
の

汚
染
水
が
日
量
４
０
０
ト
ン
も
増
え
続
け
、

海
洋
流
出
も
止
ま
り
ま
せ
ん
。

毎
日
７
千
人
の
作
業
員
が
廃
炉
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
時
６
０
０
μ
シ
ー

ベ
ル
ト
も
観
測
さ
れ
る
過
酷
な
環
境
下
で
、

熟
練
労
働
者
の
離
脱
や
労
災
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

し
て
安
心
し
て
戻
れ
な
い
状
況
を
、
身
を

も
っ
て
実
感
し
ま
し
た
。

  

廃
炉
要
員
の
育
成

福
島
県
内
の
学
校
で
は
、
文
科
省
に
よ

る
廃
炉
要
員
の
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
福
島
県
の
こ
と

だ
か
ら
、
僕
達
が
や
ら
な
く
て
ど
う
す
る

の
」
が
子
ど
も
達
の
合
言
葉
。
し
か
し
、

原
発
推
進
し
て
き
た
の
は
国
で
あ
り
、
福

島
原
発
の
電
気
は
首
都
圏
で
消
費
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
発
事
故
は
決
し
て
「
福
島
県

の
こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
県

内
の
学
校
で
は
「
放
射
能
は
安
全
」
の
教

育
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
誤
っ
た
教

育
で
子
ど
も
た
ち
を
犠
牲
に
し
て
は
い
け

な
い
と
、
心
に
強
く
誓
っ
た
ツ
ア
ー
と
な

り
ま
し
た
。

市原市議会議員選挙結果
２期目  小 沢 み か

　　　4809票
新人  森山かおる

　　　3395票当選 当選

  

い
わ
き
～
楢
葉
～
富
岡
へ

3
回
目
と
な
る
バ
ス
ツ
ア
ー
。
除
染
作

業
は
進
ん
で
い
て
も
、
原
発
20
㎞
圏
内
で

帰
還
準
備
区
域
の
楢
葉
町
上
茂
岡
公
園
で

は
０
・
４
７
μ
シ
ー
ベ
ル
ト
、
周
り
の
山

林
は
3
μ
シ
ー
ベ
ル
ト
も
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
桜
で
有
名
な
富
岡
町
夜
ノ
森

で
は
バ
ス
の
中
で
も
1
μ
シ
ー
ベ
ル
ト
以

上
。
さ
す
が
に
私
は
頭
が
ク
ラ
ク
ラ
し
て

き
ま
し
た
。
来
年
か
ら
富
岡
駅
周
辺
で
は

街
を
再
建
す
る
計
画
が
あ
り
ま
す
が
、
決

柏市議会議員選挙　　告示　　投開票

る
事
案
で

あ
る
こ
と

は
明
ら
か

で
す
。
自

民
党
と
無

所
属
議
員

２
人
以
外

5
３０・３１

千
葉
県
議
会
議
員
　
入
江
晶
子

◦ 市民れんらく帳 ◦

お問い合わせ  市民ネットワーク千葉県  TEL 043-201-1051

佐
倉
市
議
会
議
員
　
伊
藤
と
し
こ

　政治は「みんなが気持ちよく暮らす
ためのルールを決めること」だと思い
ます。男の人、年配の人、お金持ちの
人だけでなく、みんながルールづくり
に参加することが大切。子育て層の声
を市政につなげます。

林 さえこ

市民ネットワーク・かしわ
立候補予定者

8
2

8
9

新人

市民ネットワークの議員も全員所属している福島原発震災情報連絡センター総会


